
玉名市の立地適正化計画に関する
市⺠アンケート調査について

玉名市



【アンケート調査の目的】

【アンケート調査の質問項目】

【アンケート調査の回収状況】
アンケート調査票の回収数は、６８６票となっており、回収率は３４．３％となります。

 ⽟名市では、今後の⼈⼝の急激な減少と⾼齢化を背景として、⻑期的視点のもと、持続可能
で安定した都市づくりが求められている。
 今後、⽟名市が集約型都市構造である「コンパクト+ネットワーク」を目指し、持続可能で
安定した都市づくりを推進するべく、「立地適正化計画」の策定を進めることとしており、広
く市⺠の意⾒を聴くため、無作為に抽出した２，０００名を対象とし、立地適正化計画に関す
る市⺠アンケート調査を実施した。

実地地域
対象者
対象⼈数
対象者決定方法
調査方法

⽟名市全域

 １．回答者の属性（問1）
 ２．今後の居住意向について（問2）
 ３．住んでいる場所の利便性について（問3〜問5）
 ４．将来のまちづくりについて（問6〜問9）
 ５．今後必要なまちづくりの取組みについて（問10）
 ６．自由記述（問11）

個⼈宛に郵便で配布し、開封した返信用封筒で回収(回答は無記名)

 アンケートの質問項目は、次の１から６に関する内容で、選択式と一部、記述式となってい
ます。[SA]は、単数回答、[MA]は複数回答、[FA]は自由回答となります。

満18歳以上の市⺠
2,000名
住⺠基本台帳から地域や性別、年齢を考慮した層化無作為抽出
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【問１】年齢

【問２】これからも玉名市に住み続けたいか[SA]

【問2-1】住み続けたい理由[MA]

「⑩その他」の主な理由
・ずっと住んでいる
・生まれ育った場所
・家があるから
など

・今後の居住意向に関しては、「これ
からも住み続けたい」と答え方が最も
多く全体の６．５割、次に「どちらか
といえば住み続けたい」の約２割と続
きます。

・「住み続けたい理由」として、通
勤・通学や買い物が便利、自然が豊富
でまちなみの景観が良いと答えた方が
多く、住み続けたい、どちらかと言え
ば住み続けたいと答えた方の６割以上
が選択しています。

・回答者の年齢は、「７０代以上」と答え方が最も
多く、次に「６０代」が多くなっております。

・６０代以上の回答者が、６２．７％となり半数以
上を占めます。

１．回答者の属性
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図 回答者の年齢 n=670

２．今後の居住意向について
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これからも住み続けたい

図 今後の居住意向 n=656



【問2-2】他の場所に移りたい理由[MA]
・「他の場所に移りたい理由」と答え
た方の理由としては、公共交通の不便
さ、通勤・通学や買い物が不便さを挙
げる方が多く、他の場所に移りたい、
できれば今の場所から移りたいと答え
た方の半数以上が選択しています。

・また、約３割の方が、行政サービ
ス・施設が利用しにくい、生活環境が
悪いという理由を選択しています。

【その他】の記載内容
・消防団が嫌だから
・ワクワクする物がないから
・ゴミを焼却する人が多いから
・鳥獣被害に悩まされている



【問４】目的別に最も良く使う移動手段

・現状の利便性に関しては、「普通」
と回答した方が、４割以上。

・将来の利便性に関しては、「やや不
安」、「とても不安」と回答した方
が、それぞれ約１.５倍、約３.５倍増
加し、全体の約７割が不安に感じてい
ます。

【問３】現在の移動における、自家用車、バス、鉄道
（JR）の利用頻度[SA]
・移動手段として、自家用車を使用する方が多く、８割の方が、
「ほぼ毎日利用している」と答えています。

・一方でバス、鉄道(JR)の利用頻度は低く、回答者の９．５割の
方が、「週１回未満の利用」と答えています。

・目的別の移動手段で最も多いものは、「③介護・福祉サービス」を除き、「自家用車、自家用バイ
ク」となっており、「①買物、飲食」では約９割の方が答えています。

【問５】自宅からお出かけ先の利
便性(現状と将来)[SA]

３．住んでいる場所の利便性（現状及び将来）について



【問６】将来の市街地範囲の考え[SA]

【問９】将来の生活環境で重要に
なると思うこと[MA]
・将来の生活環境で重要になると思う
ものとしては、「③日常的に利用でき
る食料品店など近くにある」、「④病
院や診療所が近くにある」が多く、約
半数以上の方が選択しています。

・⽟名市がどのようなまちであってほ
しいと考えるかでは、「⑥子育て世代
からお年寄りまで、支え合い安心して
暮らせるまち」、「③農業・食・観光
を生かした魅力と賑わいのあるまち」
が多く、約６割以上の方が選択してい
ます。

・将来の市街地範囲に関して、全体の４５％の方が
「現状を維持すべき」と答えが最も多くなってお
り、次に約３３％の方が「市街地の範囲を広げてい
くべき」と答えています。

・「将来的に、市街地の範囲をせばめていくべき」
と答えた⼈が約１５％います。

【問７】中心となる市街地と、他の市街地・
集落との関係に関する考え[SA]
・中心市街地との関係に関しては、約５割の方が、
「中心市街地以外の市街地・集落でも最低限の機能
は確保すべき」と答えています。

・また、約３割の方が、「中心市街地以外の市街地・集
落でも同様に一通りの生活利便機能をそろえるべき」と
答えており、次に、「他の市街地からの交通ネットワー
クを強化すべき」と答えた方が約２割います。

【問８】玉名市がどのようなまち
であってほしいと考えるか[MA]

４．将来のまちづくりについて



・意⾒として多いものとして、「市
政・まちづくりへの取組みに関する内
容」、「公共施設の整備・維持管理に
関する内容」、「駅前整備に関する内
容」などがあり、回答者の１割以上と
なります。

・市全体の取組みとしては、「⑤空き
家や古い公共施設について、管理が難
しいものは除却し、必要なものは適切
に活用・更新する」、「④公共交通や
生活支援サービスのネットワークの充
実」、「⑥災害時でも被害が最小限に
なるよう更新・改善」が多く、約半数
以上の方が選択しています。

【問１０】将来にわたって住みや
すい玉名市を実現するために必要
だと思う取組み[MA]

・身近な取組みとしては、「⑩身近な
場所の環境美化や景観づくり、公園な
どの管理に市⺠や事業者が協力してい
く」が最も多く、約４割の方が選択し
ています。

・「省エネを考え、行動する」、「市
内公共交通の利用をこころがける」が
以下に続き、約３.５割の方が選択して
います。

【問１１】玉名市のまちづくりに
ついてお考えのこと[FA]
・⽟名市のまちづくりについてお考え
のことについて、全体の１5％にあた
る１０３名の方から回答をいただきま
した。

５．今後必要なまちづくりの取組みについて

６．自由記述


